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る
体
」

で

あ
る
「

霊

体
」

と

し
て

聖
体
、

つ

ま
り
歴
史
を

超
克
す
る
「

雫

の

体
」

す
な
わ
ち
「

主

体
」

に

よ
ら
ね
ば

な
ら
な
い

。

こ

の

逢
坂
の

思
想

に
は

主
体
と

実
体
と

の

分
裂
が
な
い

。

そ

こ

で

は

い

か

な

る

基
体
も
主

体

の

前
に
は

比
較
以

前
の

絶
対
的
極
小
存
在
に

す
ぎ
な
い

。

つ

ま

り、

人
間

感
情
の

あ
ら

ゆ
る

面
に

通
じ

る
が
ゆ

え
に

体
制
補
完
に

利

用
さ

れ

て

し

ま

う
聖

書
へ

の

主

観
的
反

応
よ

り
も、

サ
ク

ラ

メ

ン

ト
に

よ

る

客
体
的
聖

体

の

ほ

う
が
、

国
家
を
超

克
す
る

根
拠
た

り
う
る

の

で

あ
る

。

　
「

感

傷
の

共
同

体
」

主

義
に

対
す
る

〈

凍

結
の

思
想〉

と

し

て

逢
坂
の

神
学
思
想
は

、

近

代
日

本
キ

リ
ス

ト
教
思

想
研
究
に

お

い

て
、

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ
ム

の

受
苦

的
疎
外
態
を

、

さ

ら
に

は

不
在
に

等
し
か
っ

た
カ

ト

リ

シ

ズ

ム

の

代
行
者
を
仮

想
し

描
写
す
る

た
め

に、

有
益
な
照
合
系
だ

と
思
わ

れ
る

。

斎
藤
茂
吉
の

病
者
へ

の

眼
差
し

小

　
泉
　
博

　
明

　

斎
藤
茂
吉
は

精
神
病
医
で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

茂
吉
の

精

神
病
者
に

対

す
る

眼

差
し

を

茂
吉
の

作
品
を

通
し

て

考
察
す
る

も
の

で

あ
る

。

歌
人
と

し
て

斎
藤

茂
吉
の

名
を
一

躍
高
ら

し

め

た

第
一

歌

集
「

赤
光』

（
大
正
二

年、

東
雲
堂

書
店
初
版）

の

中
で
、

異
彩
を
放
つ

の

が
「

狂
人

守
」

の

連

作
で

あ
る

。

精
神

病
者
や

精
神
病
医、

さ

ら
に

は

精
神
病
院
を
題

材
と
し

た
歌
が
詠
ま
れ

た
の

で

あ
る

。

当
時、

茂
吉
は

東
京
帝
国
大
学
医

科
大
学

を

卒
業
し、

恩
師

呉
秀
三

が
院

長
で

あ
っ

た
、

東
京
府
巣
鴨
病
院
の

医

員

で

あ
っ

た
。

　

茂
吉
は

精
神

病
者
の

「

狂
人
」

に

対
し

、

精
神
病
医
で

あ
る

自
ら

を

「

狂
人
守
」

と
い

う
。

ま
た
、

精

神
病

医
を

「

感
謝
せ
ら
れ

ざ
る

医
者
」

と

い

う
、

「

狂
人

守
」

と

は、

誰
も
が
口

常
で

使
用
す
る．
言

葉
で

は
な
い

。

こ

の、
言

葉
に

は

茂
吉
の

精
神
病
者
へ

の

深
く
沈
潜
し

た
思
い

が

あ
る

。

し

か
し

、

精
神

科
医
で

精
神
科
医

療
史
を

研
究
す
る

岡
田

靖
雄
は

、

茂
吉
の

歌
に

は
「

狂
人

守
」

「

狂
人
」

「

狂

院
」

「

瘋
癲
院
」

な
ど
と
い

う
差

別
語
が

あ
り

、

差
別

問
題
へ

の

意
識
が
欠
如
し
て

い

る

と
皮
相
的
に

批

判
し
て

い

る
。

確
か
に、

恩

師
呉

秀
三
は

病
名
か
ら

「

狂
」

の

字
を
取

り
除
く
事
に

腐
心
し
た

。

例
え
ば

躁
鬱
狂
は
躁
鬱

病
と
な
っ

た
。

し
か
し

、

世

間
も
同

様
に

「

狂
」

の

字
と

訣
別
し

、

差
別
が
解

消
さ
れ

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

呉

秀
＝ 、
に

よ
る

理
念
は

存
在
す
る
が、

現
実
に

は
精
神
病
者
の

中
で、

取
り

決
め

ら

れ
た

病
名
の

変
更
に
過
ぎ
な
か
っ

た

の

が
実
態
と

い

え
よ

う
。

よ

っ

て、

呉
秀
三

の

高
邁
な
精
神
は
、

当
時
の

杜
会
で

は

思
う
よ

う
に

浸
透

し
て

い

な
い

の

で

あ
る

。

一

九、
一
四

（
大
正

＝
二

）

年
一

二

月
一

九

日
付

の
、

養
父
紀
一

が

院
長
で

あ
っ

た

青
山
脳
病
院
焼
失
の

新
聞
記
事
の

見
出

し
に

は

「

焼
出
さ

れ

た

狂
人
」

と

あ
り、

焼
け
跡
に

佇
み
茫
然
と

す
る
精

神
病
者
の

姿
が

赤
裸
々

に

写
真
で

掲
載
さ
れ

て

い

る
。

こ

の
一

例
で

も
っ

て
、

す
べ

て

を

語
っ

て

い

る

の

で

あ
る
。

「

狂
」

の

字
は

日
常
の

空

間
で

は
、

何
ら

抵

抗
な
く

語
ら

れ

て

い

た
の

で

あ
る
．

漸
く
戦
後
に

な

り、

一

九
七
〇

年
代
に

な
る

と

短
歌
に

あ
る

「

狂
人
」

へ

の

批

判
が

高
ま
る

よ

う

に

な
っ

た
の

で

あ
る

。

大
正
デ

モ

ク

ラ

シ

ー

の

時

代
風
潮
に

あ
っ

て

も、

精
神
病

者
の

人
権
の

恢
復
ま
で

の

議

論
は

及
ば
な
い

。

現
代
と
は

時
代
精

神
の

隔

絶
し
た
相
違
に
つ

い

て

の

認

識
が
極
め

て

肝
要
な
の

で

あ
る

。

　
茂
吉
が
「

狂
人
守
」

の

歌
を
詠
ん

だ

頃
に
、

恩

師
呉
秀
三

は

東
京
帝
国

大

学
精
神
病
学

教
室
の

教

室
員
を
一

府
一

四

県
に

派
遣

し
、

一

九
一

〇
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（
明
治
四

三
）

年
か

ら
一

九
一

六

（

大
正

五
）

年
に

か

け
て

三

六

四
の

私

宅
監
置
を

調
査
し

た、．

私
宅
監
置
と
は
一

九
〇

〇

（

明
治
三

三
）

年
に

公

布
さ

れ
た

「

精
神
病
者
監
護
法
」

に

基
づ

き
行
政
庁
の

許
可
の

も
と

で
、

私
宅
に
一

室
を
設
け、

精
神
病
者
を
監
禁

す
る

こ

と
を
い

う。

国
家
が

容

認
し

た

「

座
敷
牢
」

で

あ
る

。

当
時
の

精
神
病
者
は
一

四

万
か

ら
一

五

万

人
と

推
定
さ
れ、

官
公
私
立
の

精
神
病
者
数
は

五

千
人
程
度
で

あ
っ

た
。

従
っ

て
、

そ
の

他
は
私
宅
監
置
か

民
間
療
法
な
ど

に
依
存
せ

ざ
る

を
え
な

か
っ

た
。

呉

秀
三

は
調
査
報

告
書
『

精
神
病
院
私
宅
監
置
ノ

状
況
』

に

お

い

て

「

我
邦
十
何
万
ノ

精
神

病
者
ハ

実
二

此
病
ヲ

受
ケ
タ

ル

ノ

不
孝
ノ

外

二
、

此
邦
二

生
レ

タ

ル

ノ、
不
孝
ヲ

重
ヌ

ル

モ

ノ

ト
云
フ

ベ

シ
」

と

断
言
し

た
。

こ

の

よ

う
に

呉
は

、

精
神

病
者
の

救
済

や

保
護
は

人
道

問
題
で

あ

り、

制
度、

施
設
の

改

善
に

国
家
は

尽
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

と
高
ら

か

に

宣
言
し

た
の

で

あ
っ

た
。

し
か

し、

結
果
的
に

は

呉
の

言
葉
だ
け
が

一

人

歩
き
し、

そ
の

後
の

国
家
政

策
に

大
き
な

改
善
が

見
ら
れ

た
と
は
言

、

筐
、

　
o

V
非
里ハ
レ

　

歌
の

響
き
に

効
果
を

あ
げ
る

に

は
、

世
間
で

は

歓
迎
さ

れ

な

い

「

狂
人

守
」

と
い

う
言
葉
は
、

何
と

も
言
え
な
い

哀

切
の

言
葉
の

響
き
を

感
じ

さ

せ

る
。

茂

吉
は
、

そ
れ

を

意
図
し
た

の

で

は

な

く
、

「

狂
人

守
」

で

あ
る

茂
吉
が、

病
者
の

側
に

身
を

置
き
、

病
者
に

寄
り
添
う
温
か
な
眼
差
し

を

向
け
た

の

で

あ
る

。

茂
吉
は

「

狂

人
」

の

立

場
と
な

り、

そ
の

悲

痛
な

叫

び

に．
耳
を
傾
け
よ

う
と

し
た

の

で

あ
る

。

た
だ

単
に

「

狂
人
」

の

死
を

歌

っ

た

の

で

は

な
く、

精
神
病
医
茂
吉
の

精
神
病
者
の

置
か

れ
た

境
涯
や
差

別
に

対
す
る
悲
痛
な

訴
え
な
の

で

あ
る

。

ま
た
、

茂
吉
の

極
端
な
ま
で

の

「

自
殺
嫌

悪
症
」

も

精
神
病
者
へ

の

温
か
な

眼
差
し
と

通
底
す
る

の

で

あ

る
。

第
十
一

部
会

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
の

葬
儀
と
祖

先
祭
祀

虫

　
賀
　
幹

華

　

本
発
表
で

は
、

現
代
イ
ン

ド

に

お

け
る

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

の

葬
送
儀

礼
に
関

す
る

先
行
研
究
の

問
題
点
を
指
摘
し、

そ
の

上
で

発
表
者
の

見
解
を

提
示

す
る

。

本
発
表
に
お
い

て

「

葬
送
儀
礼
」

は
、

物
質
的
遺
体
の

処
理
の

み

な
ら

ず、

死

の

直
前
の

儀
礼
や
、

死

者
霊
を

祖
先
に

す
る

儀
礼
を

含
ん

だ
、

死
を
契
機
と

し
て

行
わ
れ
る
一

連
の

儀

礼
を
指
し、

ヒ

ン

ド
ゥ

i
教

に

お
け
る
そ
の

範

囲
は、

井
狩
弥
介
の

「

ヒ

ン

ド

ゥ

葬

送
儀

礼
に

お

け
る

象
徴
の

諸
相
1

死

者
と

他
界
」

に

よ

れ
ば、

死
を
迎
え
る

も
の

が

生

前
に

行
う
べ

き
儀
礼

、

火
葬

儀
礼

、

拾
骨

儀
礼、

ダ
シ

ャ

ガ

ー

ト
ラ

、

第
十
一

日

目
の

儀
礼、

サ
ピ
ン

デ

ィ

ー

カ

ラ

ナ

（
死

者
と

祖
霊
の

合
一

儀
礼
）

で

あ
る

。

こ

れ

は
、

井
狩
が

現
代
の

葬
送
儀
礼
構
造
の

母

体
で

あ
る

と

す
る

『

ガ

ル

ダ
・

プ

ラ

ー

ナ
・

サ
ー

ロ

ー

ッ

ダ
ー

ラ
』

（
レ
一

、

二

世

紀
頃
成

立）

の

記
述
を
基
に

し

て

い

る

が
、

確
か
に

、

人
類
学
者
ジ

ョ

ナ
サ
ン
・

パ

リ

ー

な
ど
が

描
写
し

た

現
代
の

葬
送
儀
礼
の

内
容
と
ほ

ぼ

合
致
し
て

い

る
。

し
か

し

な

が
ら

本
発
表
の

結
論
は

、

こ

の

「

葬
送

儀
礼
」

横…
造
を
切

り
取
っ

た
上

で
、

そ
れ

の

み

か

ら

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

の

死
生

観
を

読
み
取
ろ

う

と

す
る

と

実
状
を

捉
え

損
ね
る

の

で

は

な
い

か、

よ

っ

て

時
代
的
変
遷
を

考
慮
に

入

れ
な
が
ら、

「

葬
送

儀
礼
」

の

後
に

続
い

て

行
わ

れ

る

祖
先
祭

祀
と
の

関
わ

り
の

中
で

葬
送
儀
礼
を

捉
え
る

べ

き
で

は

な
い

か
と

い

う
も
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